特定非営利活動法人あとからゆっくり
第２１回定期総会議案書
          　
２０２２年５月２８日
議案第１号　2021年度の活動報告と2022年度の活動方針
１.2021年度の事業報告
●グループホーム
２０２２年1月末、職員に新型コロナウイルスへの感染があった。職員間、利用者間ともにいずれのケースも濃厚接触には当たらなかったものの、感染力の強い変異株への対応という点においては充分であったとは言えず、結果として職員３名、利用者３名の陽性診断に拡大。事業所としても縮小運営を余儀なくされた。※職員利用者いずれも軽症であり、２月半ばには通常の体制に戻している。
上記に関しては、
①感染拡大防止マニュアルの改訂などを含めた、感染防護対策の見直し
②普段現場を担う職員が不測の事態において現場に入れなくなった際に速やかに引継ぎが出来るよう、関係機関の連絡先など情報を整理
が改めて必要である。
 また、「２０２１年度事業計画」にて挙げた「自治会・地域住民とグループホームとの交流」に関しては、グループホーム連絡会への提言など働きかけはしていたものの、連絡会自体の開催が未だ活発でない事もあり、具体的な動きにはなっていない。「グループホームだんだん」単体での地域との交流に関しては自治会活動への参加や日々の関係作りなどこれまで通り取り組みながら、他法人も巻き込んだ動きを作っていきたい。
●CSW
CSWとして①個別支援の展開、②ネットワークの構築、③組織化支援、④理解者を増やす仕組みつくりを別添の資料の通りおこなってきた。

＊空き家を活用した、多世代交流の地域拠点づくり

昨年度は、地域交流拠点づくりのために様々な模索を行った

・法人の２０周年企画「居場所まつり」で使用した空き家を拠点とし、

・大東市社会福祉協議会（以下、社協） お茶のみ休憩所の事業を活用するため、社協や津の辺区自治会との協議を重ね、自治会との共同運営による【深野中学校校区 お茶のみ休憩所「コミュニティ・サロン ゆっくり」】の開設が決まった

・１０月には「地域のICT活用」と題して、大学生と地域役員さんたちとの交流する機会としてZOOMについて学ぶ勉強会を開催。８名の役員が参加してもらった。大学生との交流には繋がらなかったが、役員どうしの交流や新たな大学とのつながりができた。
●自主事業（余暇支援）
＊日曜教室
2021年度もコロナ過において、年間11回開催予定のうち6回の開催になった。
運営の経費は考えていた収益活動が行えずほぼ寄付に頼る運営になった。開催回数が減ったことが救いとなった面があるが、定着した取り組みであるので持続するカタチを早急につくらなければならない。
CSW総括
①個別支援の展開
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重層的支援
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8050（7040）問題
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②ネットワークの構築
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③組織化

④理解者を増やす仕組みづくり
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■総会の開催状況

　通常総会

（日　時）　　令和3年5月20日　18時から19時

（場　所）　　WEBによるリモート開催
（社員総数）　10名

（出席者数）　10名（うち委任状出席者5名、書面表決者5名）

（内　容）　　事業報告並びに決算報告

　　　　　　　新年度の事業計画と予算
　　　　　　　その他報告事項

■理事会その他の役員会の開催状況

　第１回理事会　

（日　時）　　令和3年5月1日　18時から20時

（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　定期総会
事務所移転
　　　　　　　その他報告事項

　第２回理事会　

（日　時）　　令和3年7月4日　10時から12時
（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告

　　　　　　　事業実施についての課題検討

　　　　　　　その他報告事項

　第３回理事会　

（日　時）　　令和3年8月18日　10時から12時
（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業実施についての課題検討

　　　　　　　　　その他報告事項

　第４回理事会　

（日　時）　　令和3年9月18日　10時から12時
（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告

　　　　　　　事業実施についての課題検討

　　　　　　　その他報告事項
　第５回理事会　

（日　時）　　令和3年11月20日　10時から12時
（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告
　　　　　　　事業実施についての課題検討

　　　　　　　その他報告事項

　第６回理事会　

（日　時）　　令和3年12月25日　10時から12時
（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告

　　　　　　　事業実施についての課題検討

　　　　　　　その他報告事項

　第７回理事会　

（日　時）　　令和4年2月5日　10時から12時

（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告
来年度事業計画・予算、決算見込み

　　　　　　　その他報告事項

　第８回理事会　

（日　時）　　令和4年3月5日　13時から14時

（場　所）　　法人事業所

（内　容）　　事業報告
来年度事業計画・予算、決算見込み

その他報告事項

２．2021年度貸借対照表
2021年3月31日現在
[image: image6.emf]障害福祉サービス事業 地域福祉活動の推進事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ

1. 正会員会費 0 0 0 60 60

正会員等会費 0 70 70

2. 寄付金 0 390 390 200 590

3. 事業収入 8,673 100 8,773 0 8,773

委託費等収入 5,908 5,908 5,908

利用者負担金 858 70 928 928

4. その他収益 480 480 480

9,531 6,948 16,479 330 16,809

Ⅱ

人件費

給料手当 6,258 3,600 9,858 0 9,858

報償費 720 300 1,020 375 1,395

法定福利費 731 10 741 0 741

福利厚生費 0 40 40

人件費計 7,709 3,910 11,619 415 12,034

その他経費

旅費交通費 390 144 534 534

通信費 70 180 250 67 317

消耗品費 20 50 70 10 80

修繕費 0 0

水道光熱費 456 100 556 20 576

新聞図書費 0 0

諸会費 0 10 10

支払手数料 0 220 220

地代家賃 760 654 1,414 163 1,577

賃借料 440 440 107 547

印刷製本費 55 55 11 66

保険料 66 15 81 23 104

租税公課 0 0

賄材料費 486 486 486

支払報酬料 0 0

寄付金 10 10

減価償却費 0

長前費用償却 0 0

雑費 17 17 18 35

その他経費計 2,265 1,638 3,903 659 4,562

9,974 5,548 15,522 1,074 16,596

△ 443 1,400 957 △ 744 213

 　前期繰越額

△ 1068

　次期繰越額

△ 855

　経常費用計

　当期経常増減額

科　　目

経常収益

　経常収益計

経常費用

（1）

（2）


３．2021度収支計算書
2021年4月1日～2022年3月31日
（単位　円）

[image: image7.emf]（単位：円）

科目

Ⅰ　資　産　の　部

流　動　資　産

現金及び預金

2,061,440

未収入金

1,687,589

前払費用

68,200

流動資産合計

3,817,229

固　定　資　産

差入保証金 201,000

長期前払費用 122,760

固定資産合計

323,760

資産合計

4,140,989

Ⅱ　負　債　の　部

短期借入金

3,000,000

一年内返済予定長期借入金

未払金

67,616

未払法人税等

70,000

預り金

71,670

流動負債合計

3,209,286

固　定　負　債

長期借入金

2,000,000

固定負債合計

2,000,000

負債合計

5,209,286

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

正　味　財　産 △ 1,068,297

当期正味財産増加額 （△427,364）

負債及び正味財産合計 4,140,989

流　動　負　債

金額


[image: image8.emf]障害福祉サービス事業

地域福祉活動の推進事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ

1. 受取会費 0 0 0 77,000 77,000

2. 受取寄付金 0 0 0 160,000 160,000

3. 事業収入 9,556,558 5,943,100 15,499,658 0 15,499,658

4. その他収益 0

9,556,558 5,943,100 15,499,658 237,000 15,736,658

Ⅱ

人件費

給料手当 6,105,482 3,216,978 9,322,460 0 9,322,460

報償費 1,054,616 195,000 1,249,616 0 1,249,616

法定福利費 779,182 36,839 816,021 0 816,021

福利厚生費 12,000 6,000 18,000 18,000

人件費計 7,951,280 3,454,817 11,406,097 0 11,406,097

その他経費

荷造運賃 0

広告宣伝費 0

交際費 0

旅費交通費 392,140 154,540 546,680 1,582 548,262

通信費 62,294 221,209 283,503 24,578 308,081

消耗品費 11,096 482,582 493,678 53,037 546,715

修繕費 27,500 27,500

水道光熱費 477,441 85,553 562,994 9,505 572,499

新聞図書費 0

諸会費 10,000 10,000

支払手数料 31,825 169,138 200,963 16,133 217,096

地代家賃 760,080 736,560 1,496,640 81,840 1,578,480

賃借料 0 357,928 357,928 205,552 563,480

印刷製本費 0 40,129 40,129 40,098 80,227

保険料 71,540 26,622 98,162 16,098 114,260

租税公課 2,600 2,600

賄材料費 532,777 0 532,777 532,777

支払報酬料 131,989 131,989 263,978 29,332 293,310

寄付金 0

減価償却費 0

長前費用償却 40,920 40,920 40,920

雑費 32,573 32,573 19,440 52,013

その他経費計 2,503,755 2,447,170 4,950,925 537,295 5,488,220

10,455,035 5,901,987 16,357,022 537,295 16,894,317

500,000 500,000 3,615 503,615

△ 898,477 541,113 △ 357,364 △ 296,680 △ 654,044

経常収益

　経常収益計

経常費用

　経常費用計

　営業外収益

（1）

科　　目

（2）

　当期経常増減額


４．2022年度事業計画
●グループホーム
利用者の日常という点においては、マスク着用など「新しい生活様式」の定着に引き続き取り組む。障がい特性として変化を受け入れにくい背景も念頭に置きながら、実際に感染を経験した事業所として日々の感染対策に加え、前項「２０２１年総括」にて挙げた
①感染拡大防止マニュアルの改訂などを含めた、感染防護対策の見直し
②普段現場を担う職員が不測の事態において現場に入れなくなった際に速やかに引継ぎが出来るよう、関係機関の連絡先など情報を整理
について、改めてマニュアルや情報の整備、運用に取り組んでいく。
 また、他グループホームや地域との交流に関しては、グループホーム連絡会の事務局にお声がけ頂いたこともあり、そちらでの提言を改めて行なう。あとからゆっくり単体での動きに加えて他法人の運営するグループホーム同士でも交流をはかり、「障がいがあっても地域で暮らしていく」ことを地域全体として支える下地としたい。
●CSW
①CSWプロポーザルの導入の可能性があり、重層的支援体制の動向にも注視しながらその準備に向けて動いていきたい。

②空き家を活用した、多世代交流の地域拠点に、CSWとしても積極的に関わり、地域ニーズの発見と、必要な繋ぎを引き続き行っていきたい。

＊空き家を活用した、多世代交流の地域拠点「コミュニティサロンゆっくり」

今後も、法人全体でこの事業に関わるとともに、法人として新たにコーディネーターを配置することでさらに住民同士で支え合いが循環する拠点へと育てていきたい。
●自主事業（余暇支援）
2022年度は2021年度に取り組めなかった点も含めて次の課題に取り組む。

①2023年度の活動にかかる助成金の申請

②自主的な収入源の獲得、もしくは報償費の見直し

③新たな活動場所への移転（現在より広い、画材が留置できる）

④新たな参加者の獲得
●その他
法人の活動趣旨や事業活動の内容についての発信力を高め、そのことによる法事の活動に対する支援を拡大し、新規会員の獲得などに結びつくようにして組織を強化することに努めます。
５．2022年度収支予算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）
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当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額 △ 1,068,297



△ 344,253



70,000



△ 724,044


議案第2号　役員改選
　今年度は役員の改選時期にあたっております。
　役員の改選については、法人定款１２条の規定により、理事は理事会で決定し、総会で報告する。監事は総会で選出することになっています。
　　　○理事　　粟津浩（留任）　　大塚菜美（留任）　　中尾亮大（留任）　
　　　○監事
　　　

